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研究成果の概要（和文）：粘度の異なる保湿剤を用いた舌清掃効果の検討により、リキッドタイプの使用では舌
背の湿潤度が早期に低下したのに対し、粘度の高いジェルタイプの使用により高い状態が持続することと、清掃
直後に増加した舌背の微生物数を長時間抑制することが明らかとなった。また、舌清掃における洗口剤、保湿剤
の使用についての検討により、洗口剤を用いた群で舌表面嫌気性菌数の減少率が大きく、また保湿剤を使用した
群で舌表面湿潤度の増加率が大きい傾向が示された。さらに、洗口剤との保湿剤を併用した舌清掃で、清掃後5
時間程度は舌表面微生物数が抑制され、毎食後の清掃による有効性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：From investigation of effect of tongue cleaning using oral mouth moisturizer
 of various viscosity, it is clarified that tongue cleaning using mouth moisturizing gel with high 
viscosity keep moisture level high and microbial count low on the tongue surface. From investigation
 of effect of tongue cleaning using mouthwash and oral mouth moisturizer agent, it is clarified that
 tongue cleaning using mouthwash decreased microbial count on the tongue surface, and tongue 
cleaning using mouth moisturizing gel increased moisture level effectively. Additionally, from the 
result that tongue cleaning using mouthwash and mouth moisturizing gel decreased the number of 
microbes on the tongue surface for 5 hours, it is suggested that effectiveness of tongue cleaning 
after each meal. 

研究分野：医歯薬学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、高齢化の進行により免疫力の低下した
人や脳梗塞の後遺症といったハンディーキ
ャップを持った人が増加し、十分な口腔清掃
ができないことによる口腔衛生状態の悪化
が問題となっている。口腔衛生状態が悪いま
ま放置すれば、う蝕や歯周疾患といった口腔
内への悪影響だけでなく、誤嚥性肺炎や循環
器疾患などといった全身疾患にも影響する
ことが明らかになっている。特に高齢者の主
要な死亡原因の一つである誤嚥性肺炎は、唾
液に溶出した口腔内微生物の誤嚥が主な発
症原因となっており、口腔清掃によって口腔
内微生物数を抑制することによりその発症
が抑えられることが明らかになっている 2)。
自力で口腔内環境を清潔に保てない要介護
者については介護者による口腔清掃の介入
が重要となってくるが、現在介護の現場では
慢性的なマンパワー不足が問題となってお
り、また効果的な口腔清掃法も確立していな
いこともあって十分な清掃が行われている
とは言えないのが現状である。 
そこで研究代表者は、少ないマンパワーで
大きな清掃効果を得ることのできる効果的
な口腔清掃法を確立するための一助とすべ
く、これまでに高齢者の口腔内微生物数に影
響をおよぼす因子と口腔内微生物の温床と
なっている部位について検討を行ってきた。
その結果、唾液、舌苔、デンチャープラーク
といった因子が唾液中微生物数に影響を及
ぼし、また無歯顎者において舌や義歯が口腔
内微生物の温床となっていることが明らか
になった。これらのことより、舌や義歯の効
果的な清掃が口腔内微生物の抑制に特に効
果的であることが考えられた。 
舌に付着した微生物の抑制には、舌ブラシ
などを用いる器械的清掃に加え、洗口剤など
を応用する化学的清掃を行うことがより有
効とされている。器械的清掃には舌ブラシや
ラバー製の舌クリーナーなどの清掃器具が
用いられている。化学的清掃に用いられる洗
口剤は、グルコン酸クロルヘキシジンや塩化
セチルピリジニウムなどの種類があり、また
保湿剤にもジェルタイプやリキッドタイプ
など様々な種類がある。しかし、スタンダー
ドな清掃方法が確立されていないため、用い
る清掃器具や洗口剤、保湿剤の選択や清掃方
法、回数など、実際の選択や清掃法は介護者
の経験によるところが大きい。要介護者に対
する効果的な舌清掃法を確立することが求
められている。 
２．研究の目的 
要介護者に対する効果的な舌清掃法を確立
すべく、最も効果的な清掃時に用いる洗口剤
や保湿剤の組み合わせと、清掃による効果の
持続時間および清掃回数を検討すること。 
３．研究の方法 
（１）粘度の異なる口腔保湿剤を用いた要介
護高齢者の舌清掃の効果の検討 
 要介護高齢者で口腔清掃に介助が必要な

経管栄養の入院患者 12 名（平均年齢 85±10
歳）を対象とした。舌背の清掃には粘度の異
なる口腔保湿剤 3種類（リキッドタイプ、低
粘度および高粘度ジェルタイプ）のいずれか
を用いた。舌背の湿潤度は口腔水分計（ムー
カス、ライフ）にて，総微生物数は細菌数測
定装置（細菌カウンタ，パナソニックヘルス
ケア）にて，清掃前，清掃直後および清掃 1
時間後から 6時間後まで１時間毎に計 8回計
測した。 
統計解析は、湿潤度については一元配置分
散分析後に清掃前を対照としたDunnett検定
を、微生物数については Friedman 検定後
Sheffe 検定を行った（α=0.05）。 
（２）要介護者の舌清掃における効果的な洗
口剤、保湿剤の組み合わせの検討 
被験者は脳卒中のため入院中で、日常生活
に介護を必要とする含嗽の不可能な入院患
者60人(男性29人、女性31人、平均年齢83.3
±4.9 歳)とした。口腔清掃にあたり、歯面清
掃および舌清掃に洗口剤を使用し清掃後の
舌背に口腔保湿剤を塗布する M+m 群、歯面清
掃および舌清掃に洗口剤を使用し口腔保湿
剤を塗布しない M群、歯面清掃および舌清掃
に水を使用し口腔保湿剤を塗布する W+m 群、
および歯面清掃および舌清掃に水を使用し
口腔保湿剤を塗布しない W群の 4群を設定し、
被験者をランダムに群分けした。洗口剤は殺
菌作用を示す塩化セチルピリジニウム(CPC)
を含有するものを用い、口腔保湿剤は蒸散性
の低いジェルタイプのものを用いた。群分け
に基づいて被験者に対し口腔ケアを 1日 1回
行い、2 週間実施した。開始時、1 週間実施
後および2週間実施後に舌表面総嫌気性菌数、
舌苔付着程度および舌表面湿潤度を計測し、
舌表面総嫌気性菌数と舌苔付着程度の減少
率および舌表面湿潤度の増加率を算出した。 
統計解析は清掃前における各群間での比
較を、舌表面総嫌気性菌数については
Kruskal-Wallis検定後Bonferonni補正にて、
舌苔付着程度および舌表面湿潤度について
は一元配置分散分析後 Bonferonni 検定にて
検討した。また、1 週間および 2 週間口腔清
掃実施による舌表面総嫌気性菌数と舌苔付
着程度の減少率および舌表面湿潤度の増加
率について、各群間の比較を一元配置分散分
析後、Bonferonni 検定にて検討した（α＝
0.05）。 
（３）要介護者に対する舌清掃の効果の持続
時間および清掃回数の検討 
 経管栄養で、介護者による口腔清掃が必要
な65歳以上の要介護高齢者12名（男性7名、
女性 5 名、平均年齢 80±8 歳）を対象とし、
舌清掃方法の違いによるクロスオーバー試
験を行った。舌清掃を行わないもの (NC)、
水に浸した舌ブラシを用いて行った舌清掃 
(W)、洗口剤に浸した舌ブラシを用いて行っ
た舌清掃 (MW)および舌背に口腔保湿剤を塗
布して行った舌清掃 (MG)の 4 つの方法を設
定し、各清掃方法の選択順はランダム化して



決定した。口腔清掃は、最初に歯面清掃を行
い、その後に舌ブラシを用いて選択された清
掃方法に従って舌清掃を行った。最後に口腔
内に残留した微生物の除去を目的とし、口腔
内のふき取りを行った。清掃効果の評価は、
口腔清掃前、清掃直後、清掃後 1 時間、3 時
間、5 時間における舌背の総微生物数を計測
して行った。各清掃方法間のウォッシュアウ
ト期間は 1週間に設定した。 
舌清掃前の舌背の総微生物数をベースラ
イ ン と し 、 各 清 掃 方 法 間 の 比 較 を
Kruskal-Wallis検定後にSteel-Dwass検定に
て検討した。また、各清掃方法内における計
測時間点における舌背の総微生物数の継時
的変化については、Friedman 検定後に
Dunnett 検定を行った（α＝0.05）。 
４．研究成果 
（１）粘度の異なる口腔保湿剤を用いた要介
護高齢者の舌清掃の効果の検討 
 舌背の平均湿潤度は、リキッドタイプでは
清掃前 14.3±9.4 であったのに対し、清掃直
後に22.1±2.4となり両者間に統計学的有意
差を認めたが、1 時間後以降では有意差を認
めなかった。低粘度ジェルタイプでは清掃前
11.6±8.5 であったのに対し、清掃直後に
22.6±4.9、6時間後に 18.5±8.4 になり、ま
た高粘度ジェルタイプでは清掃前 8.8±7.9
であったのに対し、清掃直後に 22.0±4.4、6
時間後に 19.4±10.8 になり、いずれも清掃
前と比較して清掃直後から6時間後まで統計
学的有意差を認めた。 
総微生物数は、リキッドタイプではいずれ
の計測間にも統計学的有意差は認めなかっ
た。高粘度ジェルタイプでは清掃前の 1.8×
107±1.3×107CFU と清掃直後の 5.6×107±
1.8×107CFUとの間に統計学的有意差を認め、
6 時間後まで有意差を認めた。低粘度ジェル
タイプでは、清掃前の 3.7×106±2.5×106CFU
と清掃直後の 1.1×107±6.6×106CFU との間
に統計学的有意差を認めたが、他の計測間で
は有意差は認めなかった。 
乾燥状態の要介護高齢者の舌背に対して
蒸散性の低いジェルタイプの口腔保湿剤を
応用することで、舌背の湿潤度が長時間高く
保たれると考えられる。また、舌背に付着す
る微生物数を長時間抑制するためには、粘度
の高いジェルタイプの口腔保湿剤を用いて
舌背上に滞留させ、舌乳頭への微生物の堆積
を抑制することが有効であると考えられる。
本研究結果より、リキッドタイプの使用では
舌背の湿潤度が早期に低下したのに対し、粘
度の高いジェルタイプの使用により高い状
態が持続することが明らかとなった。また、
高粘度のジェルタイプの使用により、清掃直
後に増加した舌背の微生物数を長時間抑制
することが明らかとなった。 
（２）要介護者の舌清掃における効果的な洗
口剤、保湿剤の組み合わせの検討 
開始時はどの計測項目についても、各群間
に統計学的有意差は認められなかった。舌表

面総嫌気性菌数は、いずれの群も清掃により
減少していき、2 週間後の M+m 群と W+m 群、
M+m 群と W 群、M 群と W 群との間の減少率に
統計学的有意差が認められた。舌苔付着程度
はいずれの群も清掃により減少していった
が、1 週間後は各群間において減少率に統計
学的有意差は認められず、2 週間後の M+m 群
と W 群(P=0.010)との間にのみ認められた。
舌表面湿潤度はいずれの群も清掃により増
加していき、2 週間後の M+m 群と M 群、M+m
群と W 群、W+m 群と W 群との間の増加率に統
計学的有意差が認められた。 
以上の結果より、口腔清掃に洗口剤を用い
た群で舌表面嫌気性菌数の減少率が大きく、
また口腔保湿剤を使用した群で舌表面湿潤
度の増加率が大きい傾向が示された。これは、
洗口剤に含まれる CPC による殺菌作用と、蒸
散性の低い口腔保湿剤による保湿効果が関
与したと考えられる。   
本研究における要介護高齢者の口腔清掃
では、物理的清掃だけでなく洗口剤と保湿剤
とを併用して清掃することが、物理的清掃の
み、および、物理的清掃に洗口剤または保湿
剤を使用した清掃よりも舌表面の微生物と
舌苔の抑制や湿潤度の向上により効果的で
あることが明らかとなった。 
（３）要介護者に対する舌清掃の効果の持続
時間および清掃回数の検討 
 ベースラインである口腔清掃前の舌背の
総微生物数（平均±S.D.）は、(2.5±0.7)×
107CFUで各清掃方法間に統計学的有意差は認
められなかった。MW では、清掃直後、清掃後
1時間、3時間、5時間において舌清掃前との
間に統計学的有意差を認めた。MG では、清掃
直後においてのみ清掃前との間に統計学的
有意差を認めた。NC および Wでは、清掃前か
ら清掃後5時間まで統計学的有意差は認めら
れなかった。以上より、水よりも洗口剤を使
用した舌清掃および口腔保湿剤を使用した
舌清掃の方が清掃直後に舌背の微生物数が
減少し、さらに洗口剤を用いた舌清掃の方が
舌背の微生物数の減少時間がより長く持続
することが明らかとなった。これは、口腔保
湿剤と比較して洗口剤の方がより粘性が低
いため、舌乳頭間への浸透性が高かったため
と考えられる。 
 本研究結果より、洗口剤とジェルタイプの
保湿剤を用いた舌清掃により、清掃後 5時間
程度は舌表面微生物数が抑制される可能性
と、毎食後の清掃の有効性が示唆された。 
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